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はじめに

　大学での生活科指導法の授業の中で，生活科を指導するにあたっての心配なことは何かと聞くと，

次のような回答が返ってきます。

　　・生活科の授業のイメージがわかない

　　・生き物を扱うことが不安

　　・生活科と理科や社会科，図画工作科，家庭科はどう違うのかわからない

　　・生活科の授業はアイディアが必要だけど私にはない

　　・一人ひとりの興味や関心を大切にするって難しそう

　　・保護者や地域の人の協力をどうやって得ればいいのか　など

　生活科を自分で経験しているからといっても，指導になるとまた別の話になるのです。若い先生方

はこうした不安や戸惑いを抱えながら，子どもたちと学習をつくっているようです。

　こうした生活科の授業をつくっていく上での課題を少しでも克服できればと願って，本書の発刊を

企画しました。

　本書では生活科の教科特性を具体的な事例や写真・図版などを用いてできるだけわかりやすくお伝

えしています。また，特に若い先生方に，「気付き」「体験」「伝え合い」「交流活動」など生活科の授

業のポイントとなる内容を理解していただき，安心して実践を進められるよう紙面を構成しました。

　生活科は子どもたちと一緒に教室の暮らしをつくっていくことができる教科です。

　自然と関わり，人と関わり，未知の世界の発見に心が動かされるという経験が，子どもの心を耕し，

学ぶ意欲を育て，知識の芽を開花させる大切な土壌となります。

─────────────────────────────────────────────

　・先生方の提案する活動が子ども一人ひとりにとってどんな価値や意味をもつか考えてみましょう。

　・子ども一人ひとりのつぶやきや活動に心を寄せてみましょう。

　・子どもと一緒に学習をつくっていく喜びを感じてみてください。

　・子どもだけでなく先生も自分の変化や新しい自分に気付いてください。

─────────────────────────────────────────────

　本書が，子どもとともに成長する教師になっていくために，少しでも貢献できれば幸いです。

　生活科が小学校低学年の教科として誕生して，30 年以上が経過しました。若い先生方は，生活科

を小学生のころに体験された世代にあたります。しかし，ご自身が生活科を体験してきたから，生活

科の指導においても戸惑いや不安がないかというと，そうではないようです。
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○地域を知っていますか?
　

○子ども理解を心がけていますか?
　

○生活科を楽しもうとしていますか?
　

○生活科を学級の生活にしていこうとしていますか?
　

○教科書と上手に付き合おうとしていますか?
　

○カリキュラムとして取り組もうとしていますか?
　

　自然素材が地域のどこにあるか，いつ頃活用できるか，地域にどんな公共施設があり，ゲス

トティーチャーがいるかなど，具体的に把握しておきましょう。

　日頃から子どもの遊びや生活の様子，どんなことに興味や関心があるかをていねいに観察

し，子どもの理解を深めることが大切です。

　新しい発見や想定を超える子どもの発想に，「すごいね」「そうなんだ」「おもしろい！」と

共感し，子どもと一緒にワクワクする気持ちをもちましょう。

　朝の会や帰りの会を大切にしましょう。生活科につながる話題が出てきます。

　子どもたちは，休み時間や放課後でも生活科の活動のことを話してくれ，学習が日常の課題

となり，学級の生活が生活科につながるのです。

　教科書には，活動のヒントがたくさんあります。

　活動のイメージをもたせたり，多様な活動例を参考にしたりできる良さがあります。学習の

進め方や活動する際の留意事項などを学ぶこともできます。

　表現では，国語科や図画工作科，音楽科などの教科に，生命の視点からは道徳科，そして話

し合い活動は学級活動（特活）に関連させることができます。

　生活科は低学年における他教科・領域などすべての分野と関連させた学習が可能です。

生活科の授業づくりを始める前に確認しておきましょう

生活科の授業づくりを始める前に
平成29年告示

生活科 現行の学習指導要領のポイント

１　資質・能力の育成を重視した教科目標

言葉と体験を重視した前回の改訂の上に，具体的な活動や体験を通して育成する資質・能力

（特に「思考力，判断力，表現力等」）が具体的になるように見直されました。

２　幼児期の教育・中学年以降の学習とのつながり，各教科等における学習との関係性とのつなが
りの一層の重視

各教科等との関連を積極的に図り，低学年教育全体の充実を図り，中学年以降の教育に円滑に

移行することや，入学当初において，生活科を中心とした合科的・関連的な指導などの工夫

（スタートカリキュラム）を行うことが明示されました。

３ 「身近な生活に関わる見方・考え方」を生かし，主体的・対話的で深い学びの実現を図る

主体的・対話的で深い学びの実現のためには，体験活動と表現活動とが豊かに行き来する相互

作用を重視するなどし，気付きの質を高めることを意識することが大切です。

具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を

豊かにしていくための資質・能力を育成することを目指す。（太字部分が変更点）

幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連を考慮すること。

幼児期の教育において育成された資質・能力を存分に発揮し，各教科等で期待される資質・

能力を育成する低学年教育として滑らかに連続，発展させること。

「身近な生活に関わる見方・考え方」：身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉

え，よりよい生活に向けて思いや願いを実現しようとすること

児童自身が既に有している見方・考え方を発揮したり，学習過程において，見方・考え方

が確かになり，一層活用されたりするようにします。

具体的な活動や体験を通して気付いたことを基に考え，気付きを確かなものとしたり，新

たな気付きを得たりするようにするため，気付いたことなどについて多様に表現し考えた

り，「見付ける」，「比べる」，「たとえる」，「試す」，「見通す」，「工夫する」など

の多様な学習活動を重視します。
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見通しをもって生活科の学習を進めるポイント

○植物の成長を撮影　⇒　振り返りに活用

○咲いた花を押し花に（カバーフィルムの活用）

○色水遊び用にアサガオの花を冷凍保存

月　日
月　日

月　日
月　日

あさがおの
かんさつカード

月　日
月　日

うさぎさん
　おせわにっき

生活科の学習を進めるにあたっては，

単元と単元のつながりや関係を意識

し，2年間を見通して，学習が関連を

もって継続・発展していくよう計画を

しっかり立てて進めていくことが大切

です。

ペットボトル
の穴あけ依頼

育てる植物の

水やり用ジョ

ウロとして使

用する。

保護者への
協力依頼の手紙

▷P26①参照

す出らか校学 ◎
手紙には…

保護者への依頼
は 1 ヶ月前を目
処に早めに出し
ましょう。

単，ドーカ察観（類ドーカ ◎
元に応じた学習カード，振
り返りカードなど）の大き
さを同じにする。
ファイルなどに整理してま ⇒　
とめやすい

用活をプッマのさき大じ同 ◎
（季節ごと・単元ごと）

やけつ見を点通共やい違 ⇒　
すい

成作枚4～3をプッマ公園はたまプッマ校庭 ○

しておく。季節ごとにマップに見つけたこと

を整理しておくことで季節の様子の変化への

気付きが深まる。（可視化…比べる）

廃材
集め

なつを
　みつけたよ

（夏カード）

5

アサガオの

一生
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保護者への
協力依頼の手紙

▷P26②参照

○どんぐりができる時期と葉が色づく時期はずれるので注意！！

○遠足などでどんぐり拾いの活動を入れるのも良い。

たしし通湯りたし凍冷，にうよいなこて出が虫はりぐんどため集 ○

りしておくと良い。

○集めた葉っぱで絵を描いたらカバーフィルムでパウチング！！

うさぎさん　おせわにっき
月　
日

月　
日月　日

月　日

昔遊びを教えてもらう依頼

◎対象

　地域のお年寄り，保護者 など

，がい良もてしい願おで紙手 ※

地域のお年寄りへは，直接お

願いに行くのも効果的 !
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スタート

　カリキュラム

春の

校庭マップ

秋の

校庭マップ

冬の

校庭マップ
夏の

校庭マップ 生活科ルームに廃材を種類ごとに整理

⇒おもちゃ作りに活用

あきを
　見つけたよ

（秋カード）

幼保小の連携につい

て，詳しくはP12，13

参照
きゅうこんで
そだてたよ！
  チューリップ  クロッカス
　　　　など

育を物植，りたっ飼を物動 ○
てたりする活動は，関わり
が深まるよう継続的に行う
ことが大切。

なしを話世おたえ越を節季 ○
がら，成長を見守る飼育活
動を！

栽の連一のでま実結や花開 ○
培活動を！

博士の  アドバイス
ワンポイント

ふゆを
　見つけたよ

（冬カード）

くおてし残をゃちもおの秋たっ作 ○

と新 1年生と交流遊びができる。

。い良ものるすに一緒をび遊昔 ○

○アサガオの種を残しておき 
⇒ 新 1年生に入学時にプレゼント

　　　　　　　　　　　　  
　
⇒  秋のおもちゃ作りに活用

　　　　　　　　　　　　　　　（マラカス，種で絵を描くなど）

○アサガオのつるを輪にして乾燥　⇒　秋のリース作りに活用

○1年間の子どもの活動を写真に

とっておくと ， 1 年間の自分

の成長を振り返りやすい。これ

までの記録カードも活用！
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わたしの
そだてた
やさいの本
  さつまいも
  ミニトマト
　　　　など

ダ
ン
ゴ
ム
シ
新
聞

月　日
月　日

ミニトマトの
かんさつカード

保護者への
協力依頼の手紙

▷P26③参照
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見通しをもって生活科の学習を進めるポイント

◎人材について……

地が任担，はにめたの掘発材人の域地 ◎
域を歩き，地域を知ることが大切。

つを会機う合れふと々人な様多で近身 ◎
くれるよう，日常的に関わる人を探し
て依頼しておく。（人材バンク）

でが検探なズームス，はに前の検探町 ◎
きるよう，お店や町の人に依頼したり，
事前の打ち合わせをしたりすることが
必要。

お店や町の人への
探検依頼の手紙

▷P26④参照

廃材集めの依頼

○集めてもらう物

＜例＞

ペットボトル，

牛乳パック，カップ，

ラップの芯 など

間期るめ集で庭家 ※

が十分に取れるよ

うにしておく。

町の探検マップに見つけた町のひみつやステキをふせんや ○

カードにかいて貼っていく。

○見つけた内容をみんなで共有できるようにする。

○写真も貼れるような大きなマップにする。

植物の成長の様子を撮影！

○○町
　ひみつマップ

公園

○○
小学校

7

聞
新
き
て
す
の
町

　

）
み
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（

）
み
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○図画工作科と合科で製作活動

○他学級や他学年，幼保との交流も可能

巻き物や本などにまとめながら，自

分の成長に気付き，まわりの人に感

謝の気持ちをもてるようにする。

○○夫のせいちょうすごろく
スタート

ゴール

○○子
の

　せい
ちょう

　　も
のがた

り
○　○　○

○　○　○
○　○　○

○　○　○

があ情事庭家なろいろい，は元単関わるに長成の童児 ○
るので配慮が必要。

求を見意や解理，せら知に庭家を旨趣の元単に前習学 ○
める手紙を出すことも大切。

博士の  アドバイス
ワンポイント

○○町
　ステキマップ

カード

カードカード

カード

写真

写真

写真
○○
小学校

カード

写真

写真

地域の人にも新聞をもと

に，町のステキを伝えたり，

読んでもらったりする。

とわなでるつのもいまつさ ○

び遊びやリース作り

○つるや葉はうさぎのえさに！

○虫くい芋は芋ハンコに！
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う

自
分
に 

つ
い
て 

し
ら
べ
よ
う

大
き
く 

な
っ
た 

自
分
を 

ふ
り
か
え
ろ
う

こ
れ
ま
で
の 

わ
た
し 

こ
れ
か
ら
の 

わ
た
し
（
21
）

ゆ
と
り
（
3
）

ゆ
と
り
（
1
）

あ
り
が
と
う
を 

つ
た
え
よ
う

町
の
す
て
き
を 

つ
た
え
よ
う

す
て
き
を 

つ
た
え
る 

じ
ゅ
ん
び
を 

し
よ
う

町
の
す
て
き
を 

広
め
よ
う

町
の
す
て
き 

つ
た
え
た
い
（
13
）

町
で 

見
つ
け
た 

す
て
き
を 

話
そ
う

町
の
人
と 

な
か
よ
く 

な
ろ
う

町
の
人
に 

聞
い
て
み
よ
う

町
た
ん
け
ん
の 

計
画
を 

立
て
よ
う

町
に
は 

ど
ん
な 
人
が 

い
る
の
か
な

も
っ
と 

知
り
た
い 
た
ん
け
ん
た
い
（
13
）

わ
た
し
の 

野
さ
い
を 
し
ょ
う
か
い
し
よ
う

み
の
っ
た 

野
さ
い
を 
し
ゅ
う
か
く
し
よ
う

大
き
く 

そ
だ
て 

わ
た
し
の 

野
さ
い
（
2
学
期

　2
）

み
ん
な
で 

楽
し
く 

あ
そ
ぼ
う
　

あ
そ
び
方
や 

ル
ー
ル
を 

く
ふ
う
し
よ
う

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ 

大
作
せ
ん

自
分
で 

お
も
ち
ゃ
を 

作
っ
て
み
よ
う

い
ろ
い
ろ 

た
め
し
て 

あ
そ
ん
で
み
よ
う

せ
か
い
で 

ひ
と
つ 

わ
た
し
の 

お
も
ち
ゃ
（
13
）

探検マップを

活用する。

月 4 5 6 7 8
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生活科の視点から見た教室環境のポイント

☆　掲示物を工夫しよう
　・季節を感じることができるもの
　・学校探検マップ，公園マップ，町の探検マップ
　・思い出列車など，月ごとのできごとを書いてあるもの
　　（年度末にクラスや一人ひとりの成長を振り返ることで，自分の成長への気付きにつながる）
　・一人ひとりの記録カードを入れる生活科ファイル（互いの発見を共有し合い，新たな気付きの

きっかけとするために，子どもたちが自分で入れられる高さに掲示する）　　

　　　　諸感覚を使うことができるように，視点を与えた掲示を心がけます。
　　　　子どもたちの発見を掲示することで自分も見つけたい，知らせたいという意欲が高まります。

☆　製作材料をストックしておこう
あに次。うょしまめ始をめ集料材にめ早。すまりま高は欲意動活があるほうんさくたは料材作製　 　

げたものを用意しておくと活動が行いやすくなります。
　　ラップの芯，牛乳パック，ペットボトル，空き箱，発泡スチロール，カップ，
　　空き容器，空き缶，わりばし，毛糸，ストロー，リボン など

　　 いながスーペス。すまりなくすやい使もちたもど子，とくおてい置にーカッロ用童児の室教 　　
場合は，生活科ルームに置いておくと良いでしょう。

☆　話し手に注目させることができるような，移動可能な発表用の台を備えておこう
　　 育を力く聞･す話，でとこるすりたせさ目注に手し話，りため高を欲意るえ伝を見発の分自 　　

て，表現力を高めることにつながります。

や記録カードを入れる引き出し棚を用意して紙り折，クッジマやンペるえ使に由自がちたもど子 　☆
おこう

　　 め深，し認確をき付気の分自，でとこくおてえ整を境環るきで現表にぐすをき付気がもど子 　　
ることができます。

☆　電子黒板にパソコンやタブレットを接続できるようにしておこう
　　 活のもど子，りよにとこす映をどな品作たし作製，物植や物き生たきてけつ見がちたもど子 　　

動意欲が高まり，気付きの共有につながります。
　　 。すましにけ掛仕す出き引をい願やい思，てっ使を音や像映 　　

　教室は一人ひとりの子どもの気付きを生み，その気付きを交流する最適の場です。交流を促し

たり，気付きを高めたりすることができるように，教室環境を工夫しましょう。

9

水そう
虫かご

電子黒板 な
だ
本

マップ図工作品などの掲示

4月 5月

見つけたよコーナー

　地域で見つけた

　虫や草花を展示

月ごとにどんな

できごとがあったかな…

わたしが主役！

（発表用の小さな台）

記録カードは子ど

もたちが見やすい

高さ，入れやすい

高さにする

電子黒板にパソコンや

タブレットをつなぐこ

とができるように

草花あそびの図鑑

などを揃える

生活科コーナー

材料のストック，

文房具，記録カード など

諸感覚を使おう

　カード掲示

　見たい，知りたい，行ってみたい，やってみたいの気持ちが高まるような教室や，
　できるようになったことに自信をもてるような教室を目指しましょう。

博士の  アドバイス
ワンポイント
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きっかけをもとに話し合い

多のり回の身（者他をどなとこたし考思，とこたい付気らか験体，い願やい思の分自，がもど子 ☆　
様な人々）に発信し交流する活動です。

。すで切大がとこるせさを動活ンョシ－ケニュミコるあ性の向方双と者他 ☆　
質のき付気，りなにのもるあのりが広，く深りよが動活の々個，でとこるす実充が動活う合え伝 ☆　

も高まります。また，個別の学びを互いに共有することができます。

　伝え合い活動は，課題設定の場面や，課題探究の場面，活動全体を総括し振り返る場面など，学習
過程のさまざまな場面で行うようにします。

伝え合い活動を学習過程のどの場面で設定すればよいだろう

［ペアで］［グル－プの中で］

［グル－プとグル－プで］

課題設定の場面での伝え合い 課題探究の場面での伝え合い

自分と比べて，似ているところや違うところ

を意識しながら伝え合うことにより，活動の

対象を見つめ直したり，自信をもったり，活

動を軌道修正したり，新たな課題を見つけた

りでき，活動が発展し気付きの質が高まって

いきます。

伝え合い活動とは

自由に自分の思いや願いを伝え

合ったり，試しながら感想を伝え

合ったりする中で，イメ－ジをふ

くらませて，活動への意欲を高め，

課題を明確にしていきます。

［グル－プで］試す

「～みたいだね」「わたしと一緒だ」

「なるほど，そうすればいいんだ」

「わたしもしてみよう」「ここを変えてみよう」

「～できそうだ」

「～作ってみたい」

「おもしろそう」

「～こうすればできる

んじゃない」など

教え合い，実物や具体物を前にして情報交流，
活動しながら相談，中間報告会，意見交換　

「～だからすごいんだね ! 」

「わたしにも作れそうだ（できそうだ）」

［学級全体で］

伝え合い活動を充実させるためのポイント

11

［学級・学年全体で］

発表会 ポスタ－セッション 発表会 グル－プ活動
［グル－プとグル－プ（個人）］［幼児・異学年の子ども・地域の人々］

伝え合う対象 子ども，幼児，地域の人，お世話になった人，の年学異，達友の年学や級学 ………
　　　　　　　　　ゲストティ－チャ－，保護者 など

伝え合う方法・提示の工夫……… 
　　　　　　　　　・記録カードを提示しながら（電子黒板などを活用して大きく提示）
　　　　　　　　　・写真や動画を見せながら
　　　　　　　　　・ポスタ－や新聞などにまとめたものを示しながら
　　　　　　　　　・実物を見せたり，実演したりしながら
　　　　　　　　　・マップを活用しながら　
　　　　　　　　　・劇化・動作化・ペ－プサ－トなどの身体表現を交えて
　　　　　　　　　　　　　　　
伝え合う場 場動運・館育体・室的目多・室教 ………

活動全体を総括し，振り返る場での伝え合い

自分の良さ・友達の良さへの
気付き

自信・意欲の向上

⬆
身の回りの多様な人々からの賞賛

教師は，「伝え合い」の場面での子どもの気付

きや考えを可視化できるように板書によって整

理・分析していくことが大切です。そうして，

一人ひとりの気付きや獲得した知識・技能を，

意味付けたり，関連付けたり，価値付けたり

して，質的に高めます。また，個々の気付きを

全員で共有することで，集団としての学習効果

も高めるようにします。
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　　　　1日の学校生活の様子がわかる。

月 火 水

1

生活（教室探検）
・好きな遊び
・ロッカーの使い方
・朝の準備の仕方

生活（教室探検）
・好きな遊び
・机の中の整理
・お道具箱の使い方

生活（校庭探検）
・春見つけ
・発表の仕方

2

生活（教室探検）
・トイレの使い方
・手の洗い方
・はじめまして

生活（教室探検）
・元気なあいさつ
・返事の仕方
・手の挙げ方

体育（みんなで遊ぼう）
・ならびっこ
・服の着替え方

3

生活（校庭探検）
・みんなで遊ぼう
・遊具の使い方
・くつの揃え方

生活（教室探検）
・学習の準備の仕方
・数字の歌
・数当てゲーム

図工（すきな絵）
・クレパスの使い方

4
・給食の用意の仕方 ・給食の食べ方 後やりわかおの食給 ・

片付けの仕方

1週目

所，認定こども園で培ってきた心情や意欲・態度を小学校生活において十分発揮し，育保や園稚幼 ☆　
幼稚園・保育所などから小学校生活へのスムーズな移行を促すことができます。

いつに導指の科教各の校学小，と導指な的合総たしと心中をび遊な的体主の所など育保や園稚幼 ☆　
て相互理解を図ることで，幼稚園・保育所などの子どもと小学校児童の双方向の学びが期待でき
ます。

 　

スタートカリキュラムとは

幼保小連携の意義とは

生活科を核とした単元を構成し，合科的

な活動を 15分を単位として考えます。

幼保小連携を充実させるためのポイント

基本的な生活習慣を身に付けることに重点を置き，週単位でめあてを考えます。

13

（交流の年間計画の例）

小学校主催 幼稚園・保育所・認定こども園主催

はじめまして！　公園で遊ぼう 6 月

7 月 プールで水遊び

運動会のダンスを披露 9 月 運動会のダンスを披露

秋フェスタへようこそ 作品展へようこそ

昔遊びをしよう 1 月 一緒にたこあげ

小学校は楽しいよ（学校案内など） 2 月 （授業・給食・清掃参観など）

幼保小交流で大切なこと
　★交流を学習の一環として教科の指導計画に位置付けます。

活動内容を相談します。な的体具
，てせわ合りすをてあめの動活の所，認定こども園育保や園稚幼とてあめの動活の校学小 ★　

子どもが活躍できる場のれぞれそ小保幼，うよいならなに態状んさ客おが側たれさ待招 ★　
面や双方の意見や感想を交流する場面を取り入れるようにします。

。すで切大がとこるせたもを感近親の士同もど子，はにめたるす流交に発活 ★
に第次でとこるね重をみ組り取のどなるす換交てっ作を札名やドーカ顔のい互，に前流交 　

親しく交流できるようになります。
。すで切大もとこるすに密を流交の士同師教の小保幼ずま，はにめたるせさ実充を画計間年 ★

長期休み中に

大まかな打ち合わせを

すると良いですよ

博士の  アドバイス
ワンポイント

☆小学校へ入学した子どもが，幼稚園・保育所・認定こども園などの遊びや生活を通した学びと育
ちを基礎として，主体的に自己を発揮し, 新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラム
のことです。



１　生活科の充実が中学年以降の学びを支える資質・能力の育成につながります。

低学年の時期に，思いや願いを存分に発揮しながら体験を通して学ぶことで，中学年以降の学び

を支える資質・能力を育成していくことにつながっていきます。中学年は，社会科や理科の学習が

始まるなど，具体的な活動や体験を通じて低学年で身に付けたことを，より各教科の特質に応じた

学びにつなげていく時期です。指導事項も次第に抽象的になっていく段階であり，そうした学習に

円滑に移行できるような指導上の配慮が必要です。そこで，低学年においては，低学年の児童の未

分化で一体的な学びの特性を生かし，幼児期に育まれた資質・能力を発揮するとともに，体験と言

葉を使って学ぶなどの特性を踏まえた生活科の学習の充実をはかるように心がけましょう。

なお，指導計画を作成する際には，子どもの発達の段階に配慮しながら，単に中学年の学習の

前倒しにならないように留意することが大切です。

２　生活科と中学年以降の教科等との関連を見通しましょう。

　生活科における，自分との関わりで身近な人々や社会，自然の事物や現象に直接触れ，親しみ

や興味をもつ学習は，社会科や理科の学習内容に関連しています。生活科は，学習の内容的な側

面と方法的な側面で，中学年以上の教科等に深く関連していると言えます。

14 15

気付きの質を高める授業づくりのポイント

　生活科は，具体的な活動や体験の中で子どもたちの気付きの質を高めるという特質があります。
例えば，アサガオを育てる活動を行う中でアサガオとの関わりを深め，アサガオの成長への気付きが，
世話を続けることができた自分自身の成長への気付きへとつながるのです。
　そこで，以下の視点から，気付きの質を高める授業づくりのポイントを確認してみましょう。

指導計画の視点から
もたし実充，りあでのもな的究探たけ向に現実のい願やい思のもど子のりとひ人一，が動活や験体 ○

のとなっているか。
か。るあで材習学るれらじ感が関わりのと分自，し起喚を心関・味興のもど子 ○

か。るいてれさ成構が元単にうよるれさ返り繰が動活習学るす現表り返り振と験体接直 ○

活動の支援から
確明りたし理整をえ考，に上の）よくいくまうとっき，ねいろしもお，どほるな（けか葉言な的定肯 ○

にしたり，問いを生む言葉かけ（どこまでできたの，何が違うのかな，比べてごらん）をすること。
と。こるす夫工を動活習学な様多のどなるえ例，るべ比，るけつ見 ○

ら聞きがな考えをとこたっ思とないごす，やとこたっ思とないろしもお，でとこたけつ見が達友「 ○
ましょう」「こんなところを工夫したら，もっとおもしろくなると思ったことを教えてあげましょう」
など，めあてをもたせて話し合いをすること。

るようにすること。見らか点観ういとかるいてれ現にこどがい願やい思の子のそをドーカ記録 ○
と。こるす意留にうよいならなに的目るた主が体自」とこるす表発「 ○

場の設定
る。す定設を動活す返り繰や誤錯行試 ○

だん込ち持に室教を物き生や花草の然自の域地，りたし示掲にうよるれら見時常をどなドーカ記録 ○
りする。

る。くつを場の流交るすりたけ付連関をき付気の々個，りたし有共をき付気と達友 ○
どなるすりたし理整に的覚視を見意のもど子，りたし流交で況状い近に場現，りたし備準を物体具 ○

の配慮をする。
・感共に見意や面場立対の見意，きおてし定想をどなきずまつ，え考やき付気のもど子めじからあ ○

支援するような場面を仕組むなど，話し合い活動を構成する。

中学年以降の学習とのつながりのポイント

身近な地域の様子を絵地図に表したり，公

共施設を利用し，学んだことを関連付けて，

身の回りにはみんなのものや場所があると

気付いたりすること。

生活科

社会科の社会的事象の見方・考え方の基礎

につながっていく。

社会科

空気やゴムなどを使って遊び，楽しみなが

らも客観的な観察をして，決まりや一定の

変化があると気付くこと。

理科の物の性質や働きについての見方・考

え方の基礎につながっていく。

理科

それらを一体的に学ぶことや自分自身や自

分の生活について考えること，具体的な活

動や体験を通して考え，問題を解決しなが

ら自らの思いや願いを実現していく学習。

総合的な学習の時間における探究的な見方・

考え方等に発展していく。

総合的な学習の時間
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生活科の指導におけるICT活用のポイント
おすすめのICT活用場面

17

１　情報機器を取り入れるよさ
「文部科学省『生活科・総合的な学習（探究）の時間の指導における ICT の活用について』

2020」では，情報機器を取り入れる利点を示しています。

２　発達の段階や特性に配慮する
低学年児童の発達の段階や特性に十分配慮して振り返りや表現に活用するなど，計画的に情報

機器を取り入れることが重要です。

学習対象への興味や関心を喚起や，記録した情報をもと
にした伝え合いの充実
・個々の思いや願いに応じて，学習対象を視覚的で分か

りやすく提示することが可能となる。

・様々な場所を調べたり利用したりする過程で，そこで

出会う「人・もの・こと」について多様な情報を記録

し，その後の伝え合いに生かすことが可能となる。

活動後に自らの取組を客観的に振り返り，活動のよさに
気付く
・活動や体験に没頭してきた児童が，その後の振り返り

活動において自分たちの行為を客観的に振り返ること

が可能となる。

学校と生活
電子黒板で学校の施設の様

子や学校生活を支えている

人々の写真を紹介。学校探

検への思いや願いをもつ。

家庭と生活
家庭での活動の様子を保護者

の協力のもと，タブレットで

撮影し，電子黒板に投影して

紹介し合うことで，自分にで

きることを考えさせる。

地域と生活
町探検でお世話になった地

域の方に動画でメッセージ

を伝える。それを地域の方

にメールで送信することで

親しみや愛着を深める。

オンラインでの双方向の交

流もよい。

公共物や公共施設の利用
公共物や公共施設を利用し

た活動の様子をタブレット

で撮影し，電子黒板で紹介

し合うことで，それらのよ

さを感じたり働きを捉えた

りすることができる。

季節の変化と生活
近くの公園で春探しや秋探

しを行う際に，タブレット

で公園の様子を撮影させる

ことで，季節ごとの自然の

特徴や変化に気付くことが

できる。

自然や物を使った遊び
タブレットに表示された身

近な自然や物を使った遊び

の写真から，遊びへの思い

や願いを高める。

動植物の飼育・栽培
動物を飼ったり植物を育て

たりする活動で，その様子

をデジカメやタブレットな

どで記録することで成長を

捉えることができる。

生活や出来事の伝え合い
伝え合う活動を教師が記録

し，それをもとに児童が自

分の姿を客観的に振り返る

ことができる。

自分の成長
自分の成長を振り返る手掛

かり（写真・絵・物）を，

実物投影機でスクリーンに

投影したり，電子黒板に投

影したりして，紹介し合う

ようにする。

⑷学習活動を行うに当たっては，コンピュータなどの情

報機器について，その特質を踏まえ，児童の発達の段階

や特性及び生活科の特質などに応じて適切に活用するよ

うにすること＊。

低学年の児童の発達の特性は，人，社会，自然を一体的

に感じ取り，自分との関わりで捉える傾向がある。また，

発達段階的に情報機器の操作に戸惑う児童も多いことが予

測される。そうした児童の発達の段階や特性を十分配慮し

て，計画的に情報機器を取り入れることが重要である。

＊小学校学習指導要領解説 生活編
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生活科におけるものづくりのポイント

　・「やってみたい」「どうしてだろう」と子どもたちが興味・関心を高める活動。
　・子どもたちの思いや願いがいっぱいつまった活動。
　・子どもたちの試行錯誤から生まれた気付きを生かしていく活動。

改にらさ，りたえ伝に者他をれそ，ちもを」拠根や由理「ういとかのたっ作にうよのそてしうど ・　
良したりと自分の考えを高めていく活動。

生活科における「ものづくり」とは

作る・遊ぶ・
比べる

もっとこうしたい
（思いや願いの表出）

 教え合う・伝え合う

，るみてしに絵をジーメイ ○
話してみるなど自分自身
が作りたいものをイメー
ジし，表現します。まずは，
自由にたっぷり遊ぶこと
が大切です。

少が験経のり作ゃちもお ○
ない子どもが多い場合には，
あらかじめ教師が何種類かのおもちゃを作っておくよ
うにします。しっかりと遊ばせて，こんなおもちゃを作
ってみたいという気持ちを高めておきます。

「どうやって作ったの」 ○
「どうしてそんなによく
回るの」など自分と友達
を比べます。

夫工，にらさで中のそ　 　
したり，改良したりと

いくことができます。
」というる作─）す試（ぶ遊─る作「 ○

　活動を十分に保障する時間を設定するようにします。
よくおてし保確を所場るべ遊とびのびのでのもたっ作 ○

うにします。

教え合う・伝え合う
広はび学，てじ通をび遊 ○

がり深まっていきます。
もたっ作やトーシクーワ ○

のを見せ合い，教え合っ
たり，伝え合ったりでき
る場を意図的に用意する
ことで学びがさらに深ま
ります。
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見せたい！知らせたい！
（他者との関わり・自己認識）

「作ったもの」からさらなる
　　　「作りたいもの」が生まれる
子どもたちは，自分で，もしくは友達と作って遊ぶと ○
「もっといいものを作りたい」と思うようになります。

だれか，らかだんたきでがのもいいになんこ「そして， 　
に見せたい！ 一緒に遊びたい（知らせたい）」と願うよ
うになります。そうなると，招待状を作ったり，お店屋
さんにするなら看板を作ったりと，「ものづくり」から発
展させる活動が生まれます。

考を備準の場びの遊どなけ付り飾の室教やんさ屋店お ○
える際には教科書を見せることで，活動を具体的にイ
メージすることができます。

達の友，でとこくおてし示展をり飾やゃちもおたっ作 ○
おもちゃや飾りに関心をもたせ，みんなで遊びを楽し
むことへの意欲化が可能となります。

相手意識をもった
　　　

へ者他，りま始らか分自 ○
と広がることで，今まで
作っていたものに対して，
「もっとこうしたい」とい
う思いに「相手意識」が
生まれます。
「分かりやすく説明したい」 ○
「すごさを分かってもらい
たい」といった様々な「相
手意識」を足場に，さらな
る工夫や改良がなされてい
きます。

　気付きの質を高めたり，深めたりするには，作っ
たものと関わることがとても大切。その関わりの

が大事です。
確保

博士の  アドバイス
ワンポイント

作る・遊ぶ・
比べる
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切　　る

　生活科では，子どもたちが自分の願いを実現していく中で，様々な用具を使う経験をさせていき，
正しい道具の使い方ができるよう指導することが大切です。
　また，子どもの学習環境を十分把握し，適切な安全管理を行うことが大切です。子どもたちの移動
が安全で速やかにできるよう，不要な物は置かない，学習活動に支障のある机，床，壁などの突起物
（釘，ヒートンなど）に留意することも大切です。
　用具の特性をよく理解して，子どもの思いを受けとめて活動がスムーズに進むように支援しましょう。

切るものを，利き手と反対の手で固定します。
刃の中心を当てて切ります。
刃が寝た角度で使用していないか気をつけます。

割り箸を切りたい！
　はさみで少し切り込みを入れ
てから折るときれいに切れます。
　はさみで最後まで切ろうとす
ると刃が傷つきます。

ペットボトル用はさみ左利き用はさみ 布用はさみ 糸用はさみ 万能ばさみ

はさみの状態を見直しましょう。
利き手に合ったはさみを使っていますか？
刃にのりがついたりさびたりしていませんか？
切る材料に合ったはさみを使っていますか？

　安全のため，正しい使い方を身に付けましょう。特に手渡すとき，使用後の片付けも徹底しま

しょう。活動のたびに繰り返して指導します。

はさみを使って

こんなはさみもあります。利き手や材料によって使い分けましょう。

～資　料　編～
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　段ボールは，通常のカッターを使うと切りにくく，けがの原因にもなります。

①切りたい線に合わせてしっかり折り目を付ける。
②折り目を割くように左右に引っ張る。

切るものを，利き手と反対の手で固定していますか？
刃の向きは正しいでしょうか？
手前に引くときに力を入れていますか？

一度に切ろうとしないで，何度も同じところを繰り返し切っ
ていきます。

コンパスのように円を描き，切り取ることができます。
コマ作りなどに便利

針金を切るときに使います。

定規を当てても

いいね！

手を使って

段ボールカッターを使って

こんな道具もあります。目的や材料によって使い分けましょう。

円切りカッター

ペンチ
この部分で切れます
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貼　　る

木や紙，布を接着することは製作活動に欠かせません。貼り合わせたい素材ごとに適した接着剤

を活用しましょう。接着するものと接着剤の特長などをよく知っておくことが大切です。

紙と紙

紙が薄いほど，でんぷんのりが良いでしょう。
①新聞などを敷き，のりが机に付かないようにする。
②指先を使って，端まで伸ばす。

わ合り貼りくっゆにうよく抜を気空，てっか向に側外らか心中 ③
せていく。

木工用接着剤が適しています。
①素材の端に薄く塗る。
②乾くまでせんたくばさみなどで固定しておく。

ょしまい使を剤着接能万，でのいくにし着接はのもるあの凸凹 ※　
う。

立体作品の製作途中で裏側から貼り合わせたり仮留めをしたりす
るときに適しています。時間が経つとはがれやすいことや，よご
れが付着していると接着できないことから，主な接着材料として
使用するには不向きです。

水のりは，薄い紙の場合，水分を含みすぎて破れやすくなることがあります。
スティックのりは便利ですが，粘着力が弱く，はがれやすい欠点があります。

発泡スチロール用・金属用・ゴム用など，強力なものも市販されています。材料に応じた接
着剤を使います。はがれなくなることもあるため，取り扱いには留意します。

厚手の紙と木材や布

のり

木工用接着剤

セロハンテープ

立体作品の仮留め

23

木の実や石

表面の凹凸にも対応でき自然の素材に適しています。
強い接着力はないため，重力のかかる掲示の仕方をする場合は，
短期間に設定します。
使用中は本体や接着剤そのものに熱が加わるため，触らないよう
にしたり教師が一緒に使用したりする配慮が必要です。

布素材は接着力が強く，

しっかり固定できます。

上からマジックなどで文

字を書き入れることも

できます。はがしにくく，

やり直しは難しい欠点

もあります。

色が豊富なので，接着

しながら飾ることができ

ます。おもちゃ作りや，

作品の色分けなどに活

用できます。はがした

後，粘着面が残りやす

いので，壁などはがれ

て困るものには使用し

ないようにしましょう。

ブックカバーにも使用で

きる，薄いテープです。

保護したい面に貼った

り，凹凸のあるものを

固定したりするときに便

利です。

紙素材は接着力が弱い

ので子どもには扱いや

すいです。

水をはじくため，文字を

書き入れることはでき

ません。

重ねて貼ることができ

ないことも欠点です。

プラスチックやアクリル

板などに紙を接着する

ことや，写真など，のり

やボンドの水分を含ま

せたくないものに適し

ています。手が汚れな

い点でも便利です。

押し花や作品を型崩れ

なく保存できます。長

期間保存したい紙にも

適しています。

グル―ガン（ホットボンド）

ガムテープ
（布素材）

ビニルテープ

カバーフィルム

ガムテープ
（紙素材）

両面テープ

ラミネート

こんな道具もあります
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あ　け　る

どんぐりに穴をあける

　穴を「あける」という作業も「切る」と同様に危険が伴います。教師が材料に合わせて穴をあ

ける道具を選び，安全管理を徹底しながら，できれば子どもたちにも体験させたい活動です。

　どんぐりごま，どんぐりネックレス，どんぐり人形など，どんぐりを使って様々なものを作る

ときに，やはり「自分で穴をあける！」という経験はとても大切です。

，にろこといたけあを穴，てい置を実のどんぐり，に台き置の属付 ①
先に少し穴をあけます。

の円を台き置たせのをどんぐり，てげ上でま上番一をルドンハ ②
真ん中にのせます。

どほ先，が先の刃のルリド，しろ下てし押りくっゆをルドンハ ③
の少しあけた穴のところにくるように調節します。

④あとはハンドルを回せば，穴があきます。

使を板ムゴの用専なうよの真写，はきとるけあを穴にどんぐり ①
うと，どんぐりが転がらず簡単に穴をあけることができます。

　＊ゴム板の下に，机を傷つけないように何か敷きます。
でいすやりやりよ，とくおてけあを穴けだし少でどなりぎニミ ②

す。
③両手で下向きに力を入れます。

　どんぐり用穴あけ機は，低学年の子どもでも簡単・安全に穴をあけることのできる道具です。

　きりとゴム板を使っても穴をあけることができます。

・ドリルの刃の下に指を入れないように，指導してください。
・使わないときは，ドリルの刃を台に着くまで下ろしておきます。
☆表面がツルツルしているどんぐりは，きりなどで少し穴をあけておくとやりやすいです。

・板をしっかりと固定するとやりやすいです。
・使わないときは，必ずきりにキャップをしておきましょう。
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にうよいなけ付傷を机てい敷をどなルーロチス泡発に下 ①
工夫します。

軽をりじ柄，て立に直垂に置位るけあを穴を先刃のきり ②
くたたいて打ち込みます。

。すまれ入を力にき向下にうよむもでんさはで手両を柄 ③

　例えば「ペットボトルカ－」，「ペットボトルじょうろ」や様々なものを作ることができます。
　基地づくりや招待状，カード，飾りなど，紙や段ボールに穴をあけることは多くあります。また，

　・目打ち　　　・ハト目パンチ　　・穴あけパンチ　
　・ねじり　　　・くぎ　　　　　　・コンパスの針　
　・画びょう　　・つまようじ　　　・竹ぐし　　　　　など

・ペットボトルなどの転がりやすいものに穴をあけるときは，下にぬれぞうきんなどを敷いて
おくと安全です。柄は短めに持ちます。

・プリンカップなどの厚めのプラスチックは，割れてしまうことがあります。

まいてし適にのるけあを穴いき大。すまきでがとこるけあを穴てっ使をータッカルーボ段 ○
すが，小さい穴は子どもたちにとっては少し難しいです。また丸く切ることも力がいります。

，てれ入をミサハ，らかここ。すまきでがとこるけあを穴いさ小に単簡，とう使をし通枚千 ○
穴を大きくしていくことができます。

きでがとこるけあを丸ないれきや形なろいろいに単簡がチンパやスキチホき抜型，らな紙 ○
ます。

その他の道具

きりを使って穴をあける

その他のあけ方
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保護者や地域の協力を得るために

令和○○年 6月○○日
１年生保護者の皆様

○○○○○小学校
校長　○○　○○
第 1学年担任一同

公園探検サポーター大募集

　１０月○○日（火）、１１月○日（水）に生活科の学習で公園探検を行います。
　一人ひとりの子どもが、自分の行きたい公園を決めてグループごとに探検します。
　クラスの枠をはずして活動しますので、行き帰りの安全確保のため、ぜひ保護者の
方のご協力をお願いしたいと思います。各担任が先頭を歩きますので、子どもたちが
安全に歩くよう助言をしていただけるとありがたいです。

集合場所 後日お知らせします。
活動時間 ９：３０～１１：３０（行く公園によって多少、時間に差があります。）
場　　所 ○○公園、○○○公園、○○公園、○○○○○公園
  ○○○公園、○○公園、○○○○公園

　※人数の都合上、お子さんと同じ公園に行っていただけるとは限りませんが、ご了
承下さい。

　※１０月○○日（火）までに下記の用紙にてお返事してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １年　　　組　名前　　　　　　　　　　
　　　

（　　　）両日とも参加できる。

（　　　）１０月○○日（火）に参加できる。

（　　　）１１月○○日（水）に参加できる。

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

★生活科の学習の様子を学級だよりなどで，家庭に知らせておきましょう。
★学習の様子や子どもの姿だけでなく，生活科の趣旨や活動のねらいも伝えておきます。
★保護者にはどんな協力をしていただくか，具体的に説明するようにしましょう。
★いつ，どこで，だれに協力をお願いするか，年間を見通した計画を立てておきましょう。
★活動後には，お礼のメッセージを届けるようにしましょう。

博士の  アドバイス
ワンポイント

❶

❸

❷

❹
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おもちゃを通して交流する場のつくり方

「きゅうきゅうコーナー」は，遊んでいるとき

におもちゃが壊れてしまった場合に利用する。

自由に安全な活動ができるように，活動場所は

体育館など，子どもの人数やお店の種類に応じ

た広さの場所とする。

大きく丁寧な文字と遊びに来た人が

関心をもつようなイラストを使う。

1年生や幼稚園児を招待して一緒に遊ぶ。自分の作ったおもちゃで遊ばせ

る活動や，作り方を教えて一緒に作って遊ぶ活動が考えられる。

「あきまつり」を

テーマに，秋の

ものをマットに

いっぱい並べる。

体育館の壁面を使

うと動きが大きく

なる。お店の内容

のポスターも作成

し掲示する。

安全への配慮は忘れずに行う。
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。るきでがい会出や見発いし新のていつに命生，で中の関わりやい合れふのと物き生 ☆
。るて育を感任責とりやい思 ☆

もって関わることで，その命に対する思いやりの心をもつことができます。を着愛ていつに命のつ一 　
自分の損得ではなく，他の命のために活動する経験は貴重なものです。また，「自分が世話をしな
ければ」という責任感をもつことが期待されます。

。ぶ学を姿の然自の物き生 ☆
き付気にとこるあが徴特や差体個もで物き生じ同，でとこう行を動活育飼のでプールグはたま人一 　

ます。それぞれ違う命をもっていることの実感を，自分や友達の存在に投影できるようになります。
☆様々なトラブルやハプニングから，判断力や解決力を養うことができる。
　生き物の生殖や出産⇒生命の不思議さ，尊さを学びます。
　生き物のけがや病気⇒体の仕組み，はたらき，命の脆さを感じます。
　生き物の死⇒命の尊さ，はかなさ，周囲の人の悲しみに気付きます。

☆教師がそっと教室に置いてみる。
☆子どもたちが見つけてきた生き物をそのまま飼育する。

っ行にし探に緒一，い拾を声ういと」。たいが物き生なんこ「のちたもど子，らか中の話会の段普 ☆
てみようと誘う。

☆子どもたちと一緒に遊んだり，学校探検をしたりして，校内にいる生き物に出会わせる。
☆飼育中の高学年の姿を見て興味を喚起したり，話を聞きに行ったりする。

様々な方法がありますが，まず教師が興味をもっている姿を見せましょう。

生き物と子どもたちとの出会わせ方

飼育活動の意義

飼育活動を通した生き物とのふれ合い
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　生活科で生き物を飼育することは，どんな生き物でも良いというわけではありません。身近な自然
を感じることが重要です。そのため，昆虫などを飼育する場合は地域の自然の中に棲んでいる生き物
が基本となります。また，季節によって生き物の様子は変化します。「同じ場所だけど，今の季節に
いる生き物」を扱い，季節の変化を感じさせたいものです。
　ウサギやモルモット，ハムスターなどの温かくて毛の生えた動物の飼育は，生命の尊さを実感する
というねらいから考えて適しています。

　生き物が苦手で最初は触ることができない子どももいると予想されます。無理に近づけようとする
のではなく，周囲の友達や教師が楽しんで接している姿を見せながら，観察を中心に参加させます。
　観察力を育てながら，少しでも生き物への関わりや心情が変化することを目指しましょう。

　学年が変わるとき，または，学習を終えたとき，その生き物をどうするかと子どもたちと一緒に
なって考えます。「元の場所へ放す」「誰かが飼育を続ける」「下級生に引き継ぐ」という意見が出る
でしょう。
　ただし，外来生物を自然に放すことは地域の生態系を乱すおそれがあります。正しい知識のもと，
子どもたちの思いを汲み取って話し合いを進めましょう。

動物が苦手な子どもへの対応

教室飼育の最後の形

飼育する生き物の種類について

休日の対応
　生き物を長期間飼育する際に，問題となるのが休日の世話でしょう。固形のえさを多めに
与えておくことで1・2日程度であれば問題のない生き物もいます。（カメ・ハムスター・
ザリガニ・魚類など）しかし，そうでない生き物や，長期の休日には対応が必要です。
★飼育可能な児童の輪番制にして連れ帰る。（保護者の同意が必要）
★地域や保護者のボランティアを募り，預かってもらう。（早めの依頼が必要）
★職員室内で，教員で見守りをする。（飼育方法の伝達が必要）

博士の  アドバイス
ワンポイント
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〇動物と接するときの留意点
。）症染感通共獣人（すまりあがのもるす染感てし通共に物動とトヒ，はに中の気病の物動　 　

体原病。すでのもすこ起き引を気病に方双，てし来往を間のトヒと物動がどなスルイウ，はれこ　 　
の多くは，動物のふん・尿・唾液の中にあります。

〇アレルギーの子どもへの対応
　☆動物から人間が影響を受けるアレルゲンは，　　　　　　　　　　　などです。

し関に液唾。んせまりありまあはとこるれ触に体のもど子，ばれす意注に時掃清，はていつに尿 ☆　
ては，イヌやネコなどに肌をなめさせるなどの行為をさせなければ防ぐことができます。

切大がとこくおてしにうよるきでい願おをどな療治や談相に軽気，りとを絡連らか頃日と師医獣 ☆　
です。

体毛・皮膚・唾液・尿

楽しく飼育活動をするために

飼育活動をするときの子どもの健康管理

博士の  アドバイス
ワンポイント

動物と接するときは，
　①　接する前に手を洗う。
　②　動物と顔を接するなど，過剰な接し方をしない。
　③　必要に応じてマスクを着用する。
　④　接した後は必ず，せっけんで手を洗い，うがいもする。

口傷にぐす，らたしりたれかかっひりたれまかに物動 　⑤　
を消毒して，養護教諭などに報告し，その後の指示を
受ける。
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気をつける生き物

チャドクガの幼虫

セアカゴケグモ

イラガの幼虫

ムカデ

チャドクガの幼虫が大発生すると，側を通るだ
けでも風に飛ばされた毒毛によって湿疹が出る
ことがあります。発生を認めたらすぐに寄生し
た葉や枝ごと切り取って処分します。
（応急処置）

粘着テープを貼って皮膚に付着した毒針毛を取 ●
り除きます。

●せっけんをつけて勢いよく洗い流します。

ベンチの下や側溝の蓋の裏側，ガードレールの支
柱付近などといった，比較的地面に近く直射日
光が当たらない場所にいることが多いです。メ
スが毒をもっています。メスに噛まれた部位は，
激しい痛みを感じ，その後，噛まれた場所が腫れ，
全身症状（痛み，発汗，発熱など）が現れます。
●医療機関での早急な診察が必要です。

幼虫に知らずに触れると激しい痛みに飛び上が
ります。刺激はかなり強く，鋭い痛みの症状は 
1 時間程度，かゆみは1週間程度続くことがあ
ります。
（応急処置）

 ●まず流水で洗い流し，棘が残っていれば粘着
テープで棘を取り除きます。

●市販の虫さされの治療薬を塗ります。

森林の落ち葉や土中，朽ち木，石の下などにすみ，
肉食性で昆虫やクモを主食とします。噛まれる
と，かなり激しい痛みがあり，患部が腫れます。
ときに，リンパ腺炎を起こし，発熱することも
あります。

膏軟たっ入の剤ドイロテス，剤ンミタスヒ抗 ●
などを塗ります。

　クラスに動物アレルギーの子どもがいないかを事前に把
握しておくことが大切です。
　動物アレルギーの子どもがいる場合には，教室での飼育
はやめましょう。観察などのときも，保護者とよく相談
し，症状の程度に合わせて配慮が必要です。
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栽培活動を成功させるために

《自分の植木鉢で育てよう》
　栽培活動は植物の成長に合わせて世話をすることが大切です。一人一鉢ずつ育てることにより，子
どもたちは，発芽，成長，開花，結実の過程を見通して，そのときにどのような世話をすれば良いの
かを考えるようになります。さらに，植物の変化に目を向け，気付いたことを ｢発見カード｣ に書い
ていくことでしょう。こうした活動が，わたしのアサガオ，ぼくのミニトマトというように，植物へ
の愛着心を育てることになります。

☆土作り
合ぜ混を土葉腐・スモトーピ，砂山・砂川・土畑，はに的本基。すでり作土は本基の培栽 ・　　　　

わせます。一度使用した土はやせているので，乾燥させて，根などを取り除き，腐葉土や
牛糞や鶏糞，石灰などを混ぜると栄養のある土に戻ります。

　　　　・園芸店や教材会社から販売されている土を使うことで代用できます。
。すでいすやい使，でのるいてれさに量分う合に鉢一にらさ，りおてい付も料肥の用肥追 ・　　　　

☆球根，種，苗について
，でのるいてきてえ増がのもるいてれさ良改種品。すまいてれさ売販で社会材教や店芸園 ・　　　　

どのような花が咲くのかを確かめてから注文をするのがよいでしょう。
　　　　・地域の JAから入手することもできます。

もど子，めたのそ。すまりな異くき大てっよに域地や校学､は期時や類種の物植るす培栽 ・　　　　
たちの先行経験や興味・関心を大切にしながら決めていくようにしましょう。

☆日当たり，置き場所
。すで切大がとこるて当に光日に分十，めたのこ。すまりくつを分養てっよに成合光は物植 ・　　　　
避をし差日い強，でのるあもとこるれらげ妨が長成りよにし差日い強，はに夏真，しだた ・　　　　

ける工夫が必要です。
　　　　　　１，日当たりの良い南向きの場所
　　　　　　２，午前中に日が当たる東向きの場所
　　　　　　３，午後から日が当たる西向きの場所（真夏は避けたい）
　　　　　この順序で選びますが，コンクリートの上に鉢を置くことは避けましょう。

　日常的に関わりながら植物の成長を楽しみ，さらに収穫することによって子どもたちの満足度

も大きくなり，気付きの質も高まっていきます。植物を最後まで育てることができた自分に自信

をもつことにもつながります。そこで様々な世話を日常的に行う継続した関わりができるように

子どもたちの目に触れる活動の場を設定することが大切です。栽培活動は，一人ひとりの植木鉢

で行うときと，学級園で行うときがあります。いずれの場合も，土作り，種 ･苗の植え付け，日

当たり，水や肥料の与え方，害虫取りなどの活動をできるだけ子どもたちが行うようにしたいも

のです。
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☆水はけ，水やり
っとに物植。すましりたっかなかつが実りたっかなか咲が花，りなく悪が育生といな少が水 ・　　　　

て水は不可欠ですが，過度の水分は生育を阻害します。寒い時期には凍害などの被害を受
けやすくなり，暑い時期には根腐れを起こしやすくなります。

に底，しかし。すでとこるやにうよむこみし分十に土用らたい乾が土用，は本基のりや水 ・　　　　
水がたまったままの状態では，根が呼吸するのに十分な酸素が供給されないので，枯れる
原因になります。子どもたちの植木鉢の状態を確認し，水のやり過ぎにならないようにし
ましょう。

　　
☆肥料

窒素・リン酸・カリウムの３成分は必に特。すで要必が分養なろいろい，はにつ育が・植物 　　　　
要とする量が多いです。

・市販されている土を利用した場合は，すでに肥料が混ぜられています。追肥のみ必要です。

◎植木鉢でよく栽培されている植物 ･野菜の世話のポイント
　
　　　　　○植木鉢の底に大きめの石を入れ，水はけをよくする。
　　　　　○畑の土を使う場合は肥料を混ぜてから数日たった土を使う。
　　　　　○水やりの際は葉に水をかけない。

を検点を裏鉢々時，かいないていつがシムゴンダやジクメナ ○　　　　　
する。

蒔を種に分余，でのるあもとこいなし芽発が種のオガサア ＊　　　　　　
いて，予備の苗をつくっておく。

　
　　　　　○４月下旬から５月上旬に苗の植え付けをする。
　　　　　○脇芽をつむ。
　　　　　○植えた後３週～１ヶ月後に追肥。
　　　　　○実がつくまで，水やりは控えめに。
　　　　　○病気　　尻腐れ病　（カルシウム不足か水やりのし過ぎ）
　　　　　　　　　　ハダニ　（双葉の上から水をたくさんかけて防ぐ）
　　　　　　　　　　ハモグリバエ　（葉に白い筋がつく。幼虫を取る）

。るせわ合に候気の域地は期時 ＊　　　　　　

アサガオ

ミニトマト

　植物の成長の過程で生まれる「なぜ？」「どうしたらよいのだろう？」という子どもたち
自身の課題の解決に寄り添いながら支援を続けるようにしましょう。継続的な関わりを通し
て，自分の花や野菜として愛着が生まれ，栽培活動に対する意欲につながっていきます。

博士の  アドバイス
ワンポイント
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《学級園で育てよう》
☆土作り

に土用，てっよにとこす耕。すで切大が事す耕くよを土用ずま，は合場るて育で畑や壇花 ・　　　　
空気を十分含ませ，水はけや水持ち，通気性をよくします。

れわ行が生再の土用，りわ替れ入が土の面表とす耕く深，にうよるれば呼と」し返地天「 ・　　　　
るだけでなく，除菌や殺菌効果もあります。

さくたを花，とくおてせわ合ぜ混に分十を料肥機有たしに料原を物植動どなすか油や糞牛 ・　　　　
ん咲かせ，実を多くつけてくれます。

　　　　・土作りは，植え付けの１週間前までにしておくと良いでしょう。

　その他の球根や苗の入手，水やりなどについては植木鉢栽培と同様の注意をしましょう。

◎学級園でよく栽培されている植物 ･野菜の世話のポイント
　
　　　　　○苗の植え付けはゴールデンウィーク明け頃が望ましい。
　　　　　○苗の長さの４分の３を目安に３～４節植える。　

，てね兼を耕中とり取草の面表のねう。るくてび伸がるつ後間週３らかけ付え植 ○　　　　　 手鍬な
どで根元へ土寄せをする。

よいなし着定が根る出らか茎，）し返るつ（てしをし返地天の茎，後月ヶ２らかてえ植 ○　　　　　
うにする。

　　　　　○窒素分が多い土だと「つるぼけ」して芋が太らない。
発の虫害病壌土，し下低が力地とる作で園級学じ同し返り繰間期長（。るけが心を作輪 ○　　　　　

生も多くなる。）
　　　　　○収穫は，１０月下旬～１１月上旬の霜が降りる前に行う。
　　　　　○収穫後は４～５日間，日陰で干す（甘みが増す）。
　　　　　　＊時期は地域の気候に合わせる。

サツマイモ

《観察について》
　毎日の出会いを大切にできる子どもたちに育てていきましょう。朝の水やりのときに，育
てている植物に「おはよう，今日も元気かな？」と声をかけている子どもの姿が見られるよ
うになるでしょう。
　こちらから，「アサガオさん，今日はどんな顔をしていた？」「お水，飲んでくれたかな？」
などの声をかけることで，子どもたちの気付きはどんどん広がっていきます。
　その気付きを記録カードにかき，子どもたち同士の伝え合いの活動につながっていきます。

博士の  アドバイス
ワンポイント
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《学級園の広さが十分ではないとき》
　学校に適切な花壇や畑がなくても植木鉢やプランター，大きな容器で栽培可能な作物もあります。
袋栽培やペットボトル栽培もよく行われています。
　持ち運びが簡単で，子どもたちの身近な場所に置けるので，水やりなどの世話も行き届き，植物の
様子も身近で観察できます。

☆袋栽培について
　使用済みの肥料の袋や米袋などの丈夫な袋を利用します。直接種を蒔くことも，苗を植え付けて栽
培することもできます。袋に自分の名前を書くことで関わりを深めます。

袋栽培で作ることができる野菜の例
　　　　春から……トマト，キュウリ，ナス，ピーマン，枝豆（ダイズ），

　　　　　　　　　スイカ，スイートコーン，オクラ

　　　　秋から……ブロッコリー，カリフラワー，キャベツ，白菜，タマネギ

　　　　　　　　　ダイコン，ホウレンソウ，イチゴ，ネギ，ニンジン

☆ペットボトル栽培について
　ペットボトル栽培は袋栽培より，持ち運びがしやすいので，ヒヤシンスなど

の球根の栽培にもよく使われています。観察や世話の際，自分の机でじっくり

見たり触ったりすることができます。教室に並べて置いておけば，子どもたち

はお互いの様子や育て方の違いに気付き，お互いの良いところを取り入れて工

夫するようになります。

　ペットボトルを使ってイチゴの栽培もできます。

☆プランター栽培について
　プランターには小型から大型まで，さまざまなサイズがありますが，育てる

野菜に合わせて大きさを選ぶことが大切です。ラディッシュ，コマツナやホウ

レンソウなどの葉菜類は標準的なプランターで OK。ジャガイモやニンジン，

カブ，ダイコンなどの根菜類は，深めで大型のサイズを選ぶようにしましょう。

トマト，ナス，ピーマンなどの果菜類は，深さが 30cm 以上ある，大型の

10 号鉢以上を選ぶとよいでしょう。鉢の素材は特に選びませんが，大型のプ

ランターの場合は，軽くて移動がしやすいプラスチック製がおすすめです。
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メモ


